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（１）事業の目的

１．事業の概要

■事業概要図

・国道２３０号小金湯拡幅は、札幌から道南方面への通過交通、道内屈指の観光地である定山渓及び洞

爺湖への交通による交通混雑の緩和や交通事故の低減を目的とした延長４．３ｋｍの４車拡幅事業。

■位置図

札幌市

小金湯拡幅

L=4.3km
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（２）計画の概要

１．事業の概要

■横断図

（単位：ｍ）

①起点 ‥‥北海道札幌市南区豊滝

終点 ‥‥北海道札幌市南区定山渓温泉東１丁目

②計画延長‥‥４．３ｋｍ

③幅員 ‥‥２１．７５ｍ

④構造規格‥‥３種１級

⑤設計速度‥‥８０ｋｍ/ｈ

⑥車線 ‥‥４車線

⑦事業主体‥‥北海道開発局

ほっかいどうさっぽ ろ みなみ とよ たき

ほっかいどうさっぽ ろ みなみ じょうざんけ いお んせ んひ が し
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１．事業の概要

■開通後

写真：札幌開発建設部（H28.10撮影）

■開通前

5

（３）経緯

平成 6年度 事業化

平成10年度 用地補償着手

工事着手

平成15年度 事業再評価

平成16年度 開通 L=0.8km

平成18年度 開通 L=0.9km

平成20年度 事業再評価

平成21年度 開通 L=0.2km

平成23年度 事業再評価

平成25年度 開通 L=1.3km

平成26年度 事業再評価

平成27年度 開通 L=1.1km

事業完了

：写真撮影箇所

写真：札幌開発建設部（H12.8撮影）
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（１）事業周辺地域の状況

２．社会経済情勢の変化

凡 例

ｼｰﾆｯｸﾊﾞｲｳｪｲ北海道
（札幌シーニックバイウェイ

藻岩山・定山渓ルート）

構成地域

平成23年7月
札幌シーニックバイウェイ
藻岩山麓・定山渓ルート登録

写真：札幌開発建設部

平成14年11月
国道230号板割沢局改全線開通

写真：札幌開発建設部

E5A

平成23年4月
国道230号定山渓拡幅事業化

小金湯拡幅

L=4.3km

H14年11月

L=4.8km

開通

定山渓拡幅

L=2.8km

事業中

写真：札幌開発建設部

定山渓地区

小金湯地区
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平成28年4月
小金湯さくらの森開園

写真：札幌開発建設部



・整備後の自動車交通量は、１８，３２３台／日で、計画時に推計した計画交通量１６，３００台／日を

上回る状況。

・整備前後の旅行速度は、３７．７ｋｍ／ｈから４７．１ｋｍ／ｈに向上。

【整備前後の交通量及び旅行速度】

（１）交通量及び旅行速度の状況

３．事業の効果の発現状況

7
出典：整備前 全国道路・街路交通情勢調査（H11）

整備後 札幌開発建設部による調査結果（R1）

※本グラフの旅行速度とは、一般的に交通量が多くなる朝夕の時間帯の平均走行速度を示す。
（本資料で表示する「ピーク時旅行速度」と同義）
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（２）交通事故の状況

３．事業の効果の発現状況

・事業区間における整備前後の事故率は、整備前の50.0件/億台kmから11.6件/億台kmと約８割減少。

【整備前後の事故率】

※整備前はH13～H15平均
※整備後はH28～H30平均
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算出方法： （公財）交通事故総合分析センターのデータを基に、

事業区間における整備前後３年間の平均事故率を算出



（３）事業効果の確認

３．事業の効果の発現状況

事後評価にて確認した主な整備効果

・交通混雑の緩和

・主要な観光地への利便性向上

・道路交通の安全性向上

・救急搬送の安定性向上

・日常生活の利便性向上
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（４）交通混雑の緩和

３．事業の効果の発現状況

■当該道路の渋滞状況

・定山渓温泉街を起点とする渋滞長は、整備前の7.2kmから3.6kmに緩和。

・事業区間内に位置する、主要渋滞箇所の小金湯交差点において旅行速度を観測。H22に観測した

旅行速度12.0km/hに対してH28の拡幅後は21.7km/hに向上し、主要渋滞箇所が解消。

【整備前】 【整備後】
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4車線化による交通容量の増加

【小金湯交差点周辺の旅行速度】

【小金湯交差点の主要渋滞箇所の解除】

至

札
幌
市
街

交通容量不足に
より渋滞が発生

至

洞
爺
湖

至

札
幌
市
街

至

洞
爺
湖

至 小金湯温泉 至 小金湯温泉

20km/h以
上に向上
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凡 例

：主要渋滞箇所

小金湯拡幅 L=4.3km

至

洞
爺
湖

定山渓温泉東３
交差点

錦交差点

小金湯交差点

至

朝
里 小金湯温泉

整備後※

平均渋滞長
L=3.6Km

整備前※

平均渋滞長
L=7.2Km

出典：札幌開発建設部

至

札
幌
市
街

当該道路の整備後、
平成30年に主要渋
滞箇所が解除

※整備前：H18～H20 各年10月調査
※整備後：H28～H30 各年10月調査

写真：札幌開発建設部（H29.11撮影）

整備後（小金湯交差点）

出典：H30年度 第1回北海道渋滞対策協議会

定山渓温泉

写真：札幌開発建設部（H22.10撮影）

整備前（小金湯交差点）

定山渓拡幅 L=2.8km

【渋滞状況の変化】

※旅行速度20km/hは主要渋滞箇所解除を決定する
1条件となる旅行速度

定山渓温泉東３
交差点

錦交差点 小金湯交差点

※整備前H18～H20 各10月調査
整備後H28～H30 各10月調査

7.2

3.6

0 2 4 6 8 10

整備前

（H18-H20）

整備後

（H28-H30）

（km）（km）

出典：札幌開発建設部

渋滞長は減少

■地域の声（R2.10 貸切バス事業所職員）
・開通前は、5月のゴールデンウィークや8月のお盆時期の連休時や10月の紅葉時期に

混雑が発生していました。
・小金湯拡幅の整備によって交通混雑が解消された実感があり、錦交差点は小樽定山

渓線に向かう右折車両により直進車両が阻害されていましたが、現在はスムーズに
走行できるようになりました。
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豊平峡温泉

小金湯温泉
定山渓温泉

小金湯拡幅
Ｌ＝4.3km

定山渓観光
案内所

月見橋

時雨橋
錦橋

定山渓ダム

定山渓大橋

アイヌ文化
交流センター

八剣山岩戸観音堂

舞鶴の瀞

紅葉橋

小金湯
さくらの森
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至

洞
爺
湖

（５）主要な観光地への利便性向上

３．事業の効果の発現状況

至

札
幌
市
街

定山渓ダム

豊平峡温泉

定山渓温泉

アイヌ文化交流センター
（H15開館）

小金湯さくらの森（H28開園）

八剣山小金湯温泉

写真：定山渓観光協会ＨＰ

・定山渓地区の過去約10年間の観光入込客数を見ると、整備前の約150万人から整備後は約160万
人程に増加傾向。

・札幌中心部から定山渓温泉への所要時間が約10分短縮され、紅葉シーズンに定山渓地区内を周
遊するバスの総遅延時間が約8割減少するなど効率的な周遊観光にも寄与。

・また、定山渓地区の観光消費額が増加するなど地域経済の活性化も下支え。

凡 例
温泉街

主要渋滞箇所

主要観光スポット直行バス（かっぱライナー号）ルート

紅葉かっぱバス運行ルート
※定山渓観光案内所が起終点

出典：定山渓観光協会ヒアリング及び
北海道観光客入込客数調査（H24～H30）

観光消費額
が増加

【定山渓地区の観光消費額】

【定山渓地区の観光入込客数】

出典：定山渓観光協会ヒアリング

年間160万人の観光客

■地域の声（R2.10 定山渓観光協会）
・整備前は、紅葉シーズンの休日などで渋滞がひどく、札幌方向は定山渓

市街、定山渓方面では小金湯温泉まで渋滞していました。
・整備後は、渋滞が緩和しており、スムーズな通行が可能となり、札幌都

心部との所要時間が短縮したことで、「時間がかからず温泉に行ける」
というイメージが伝わり集客向上につながっていると思います。 11

小金湯交差点
(H30解除)

日帰り客が増加

【札幌市街～定山渓温泉間の休日所要時間】

札幌市街地からの
所要時間が短縮

出典：整備前 H11全国道路・街路交通情勢調査
整備後 ETC2.0（R1.10）休日ピーク時旅行速度

※札幌市役所～定山渓温泉東３間の所要時間

230
定山渓温泉東３

札幌市街からの
アクセスルート約27km

■当該道路沿線の定山渓地区の主要な観光地

写真:：札幌開発建設部（H25.10撮影）

紅葉シーズンの渋滞状況

運行の遅延が
８割減少

【定山渓地区内周遊観光バス
の遅れ時間合計】

※10月の3週間（21日間 １日４便）運行される紅葉
かっぱバスの遅れ時間の合計値

出典：定山渓観光協会ヒアリング

定山渓拡幅(事業中)
L=2.8km

定山渓
温泉

札幌市街

約40分
で到達

板割沢局改
（H14年４車線供用）

L=4.8km

H27（開通前年） H28（開通当年）
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当該道路

■地域の声
（ R2.10 定山渓まちづくり

センター職員）
・以前は2車線道路のため渋滞が

度々発生し、追突や追い越しに
よる正面衝突事故が発生し、更
に渋滞がひどくなることもあり
ました。

・整備後は4車線となったことで交
通事故は減少していると感じて
います。

（６）道路交通の安全性向上

３．事業の効果の発現状況

無理な追い越しによる正面衝突

渋滞による追突

中央分離帯

ｽﾑｰｽﾞになり安全に

・事業区間の死傷事故件数は、整備前の43件から10件と約8割減少。
・このうち事故類型で多く発生していた追突事故が24件から6件と約8割減少し、整備前に12件確
認されていた重大事故につながりやすい正面衝突が発生しなくなるなど安全性が向上。

【当該道路の重大事故類型割合】【当該道路の事故件数の変化】

７割以上が
正面衝突

【当該道路の正面衝突事故率の変化】

中央分離帯設置によ
り正面衝突が解消し
R230平均以下に

43件

10件

約８割
減少

12

【整備前（２車線）】 【整備後（４車線）】

出典：札幌開発建設部
出典：札幌開発建設部

※R230：札幌市内の国道230号
出典：札幌開発建設部

※重大事故：死亡・重傷事故

正面衝突

追突

右左折時

その他

0.0

■当該道路整備前後の事故発生箇所

定山渓
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▼整備前（H13～15)

▼整備後（H28～30)

至

札
幌
市
街

至

洞
爺
湖

小金湯

小金湯

小金湯拡幅 L=4.3km

至

洞
爺
湖

至

札
幌
市
街
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定山渓

正面衝突
追突
右左折時
その他

死亡事故
重傷事故

凡 例

重大事故
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喜茂別支署 定山渓出張所

支署管内

17件 3%

倶知安町 412件

77%

札幌市 77件

15%

その他 27件

5%

喜茂別支署の

搬送件数

H30：533件

出典：羊蹄山ろく消防組合消防署喜茂別支署ヒアリング

三次救急医療機関
（市立札幌病院）

写真：札幌開発建設部

羊蹄山ろく
消防組合消防署

喜茂別支署

倶知安厚生病院
（二次救急医療機関） 札幌南消防署

定山渓出張所

定山渓地区からの
救急搬送ルート

L=18.3km

凡例

羊蹄山ろく消防組合消防署
喜茂別支署管内市町村

定山渓拡幅
(事業中)
L=2.8km

小金湯拡幅
Ｌ＝4.3km

喜茂別町からの
救急搬送ルート

L=65.6km

二次救急医療機関
（中村記念南病院）

板割沢局改
(H14年4車線供用)

L=4.8km

付加車線
整備
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■地域の声（R2.10 羊蹄山ろく消防組合消防署喜茂別支署)
・当該道路整備前は片側1車線のため追越しが難しく、定山渓市街地から小金湯地区を過ぎるまで

減速を強いられていました。
・当該道路整備後は4車線に整備されたことで、追越しもスムーズな救急搬送が可能となり安定・

確実な搬送が可能になりました。残る定山渓地区の2車線区間の4車線化も期待しています。

（７）救急搬送の安定性向上

３．事業の効果の発現状況

■救急搬送状況
【定山渓地区及び喜茂別支署管内

から札幌市への救急搬送件数】

・定山渓地区及び喜茂別町から札幌市内の医療機関への救急搬送件数は年間約500件程で推移。

・定山渓地区から市内二次救急医療機関への搬送時間が約7分短縮され、喜茂別町から札幌市の三

次救急医療機関への搬送時間が約25分短縮されるなど、救急搬送の安定性が向上。

出典：札幌市消防年報 消防署ヒアリング

13

年間500件程度

出典：整備前 H11全国道路・街路交通情勢調査
整備後 ETC2.0（R1.10）ピーク時 旅行速度

約25分短縮約7分短縮

出典：消防署ヒアリング

【喜茂別支署の救急搬送先割合】

約２割が札幌市へ搬送

（年度）

【救急医療機関への搬送時間の変化】

＜定山渓地区⇒二次救急医療機関※1＞ ＜喜茂別町⇒三次救急医療機関※2＞

※喜茂別支署４町村の搬送件数
※喜茂別支署４町村の搬送件数

※1：定山渓地区から
中村記念南病院までの搬送時間

※2：喜茂別町から市立札幌病院までの搬送時間
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通過時間（分）

■地域の声(R2.10 路線バス事業所職員）
・整備前は、紅葉時期などの観光シーズンには定山渓から渋滞が発生し、錦交差点、小金湯交差点から更に車両が

流入することにより、小金湯温泉付近まで渋滞が発生し、１時間以上バスが遅延することが発生していました。
・整備後は、小金湯交差点で渋滞が解消し、錦交差点でも右折レーンが設置されたこともあり、渋滞は減少し走り

やすくなりました。
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定山渓拡幅
(事業中)
L=2.8km

（８）日常生活の利便性向上

３．事業の効果の発現状況

渋滞に巻き込まれる路線バス

【札幌市～定山渓地区の平日所要時間】

出典：バス事業所ヒアリング
札幌市住民基本台帳（R2.10.1現在）

■当該道路を利用する路線バスの利用状況

定山渓地区
札幌市： 平日８６便/日、休日９８便/日

内、14便/日（直行便：かっぱライナー）
新千歳空港：２便/日

凡 例
：主要渋滞箇所

・定山渓地区と札幌市等を結ぶ路線バスは、平日で約90便、休日は約100便運行。

・事業区間内を通過する定刻4分に対して、整備前の観光シーズン期には約15分遅延するなど大幅

な遅延が生じていたが、整備後はほぼ定刻で通過が可能となり、札幌駅と定山渓地区間の所要

時間も整備前から約12分短縮されるなど、日常生活の利便性が向上。

【整備前（錦交差点） 】

14

※札幌駅～定山渓車庫前間
（路線バス発着地）の所要時間

出典：整備前 H11全国道路・街路交通情勢調査
整備後 ETC2.0（R1.10）平日ピーク時旅行速度

【定山渓地区直行路線バス
(かっぱライナー号)の便数推移】

写真：札幌開発建設部（H24.10撮影）

小金湯拡幅
Ｌ＝4.3km

札幌市街地からの
所要時間が短縮

約３倍に増便

出典：バス事業所ヒアリング

板割沢局改
(H14年4車線供用)

L=4.8km

【観光シーズンに当該道路区間を通過するバス遅延状況】

つつじ谷 百松橋 一の沢 小金湯温泉 八剣山登山口 豊滝小学校

15分遅延

定刻４分

出典：バスプローブデータ※ 整備前：H20.10、整備後：H28.10

至
：
定
山
渓

バス進行方向
至
：
札
幌

整備前：大幅な遅延が発生

整備後：ほぼ定刻通りの運行が可能
1分遅延

定山渓地区
813世帯
1,099人

小金湯交差点
(H30解除)

定山渓温泉

起点からの距離 0.0km0.9km1.5km2.0km2.8km3.7km錦交差点



４．費用対効果分析の要因の変化

（１）計画時との比較

※計画交通量は、R12将来交通量の推計値

Ｈ１５再評価時点
（計画時）

Ｒ２事後評価時点
備考

（計画時からの主な変更点）

事業諸元 Ｌ＝４．３ｋｍ Ｌ＝４．３ｋｍ

計画交通量 １６，３００台/日 １３，０００台/日
・将来交通需要推計の見直し

H15再評価時：H11全国道路・街路交通情勢調査（フルネット）
R2事後評価時：H22全国道路・街路交通情勢調査（既事業ネット）

事業完了年度 平成１９年度 平成２７年度
・用地手続きによる事業期間延伸（H20再評価）
・土工の掘削工法の見直し等による事業期間延伸（H23再評価）

総事業費 約８５億円 約１２０億円

・土工の掘削工法及び掘削土量の見直しによる増（H23再評価）
・市道接続位置及び線形の見直しによる増（H23再評価）
・法面保護工及び旧橋解体工法の見直しによる増（H23再評価）
・残土受入先の変更、雪崩防止柵の数量精査等による増（H23再
評価）

総費用
Ｃ

約６７億円
（基準年Ｈ１５）

約２１３億円
（基準年Ｒ２）

※・総費用は割引率を用いて基準年の価格に換算（現在価値化）
したもの

総便益
Ｂ

約３７９億円
（基準年Ｈ１５）

約３２９億円
（基準年Ｒ２）

※・総便益は割引率を用いて基準年の価格に換算（現在価値化）
したもの

・「費用便益分析マニュアル」改訂（平成30年）による、
時間価値原単位の見直し

費用対効果
Ｂ／Ｃ

５．７ １．５ ・総費用の増及び交通量の減に伴う総便益額の減
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５．今後の事業評価の必要性等

○今後の事後評価及び改善措置の必要性

○同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

現道の交通・渋滞状況の調査分析や地域計画を鑑み、事業計画の修正を行った上で事業を進

めることができたことから、今後の事業の実施においても、関係機関とも綿密に連携し、調査分析
を進めていくことが重要である。

また、事業評価手法の見直しの必要性はないものと考える。

小金湯拡幅の整備により、交通混雑の緩和や交通事故の低減など当初の目的が達成されてい
ることから、今後の事後評価及び改善措置の必要性はないものと考える。

なお、今後も利用状況の把握に努めるとともに、利用しやすい道路環境を確保するため、適切
な維持管理に取り組んでいく。
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